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新
島
襄
の
言
葉
伊
藤
彌
彦
(
大
学
法
学
部
教
授
)

ハ
ハ
年
代
後
半
に
お
こ
っ
た
一
致
教
会
・
組
合
教
会
合
併

問
題
に
反
対
し
た
と
き
の
新
島
襄
の
立
剪
基
準
、
が
尓
さ
れ

て
い
る
内
葉
で
あ
る
(
『
新
島
襄
全
集
』
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.
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ア
メ
リ
カ
市
民
社
会
生
活
を
満
喫
し
て
帰
国
し
た
新
島
襄
の
眼

に
映
っ
た
わ
が
国
の
光
景
は
、
「
俄
然
明
治
の
時
代
と
変
化
し
、

陽
に
自
由
を
好
む
も
」
、
ま
だ
「
圧
制
諸
侯
の
下
に
生
成
し
」
た
人
々

に
残
っ
て
い
る
権
威
主
義
で
あ
っ
た
。
「
真
の
自
由
の
志
操
L
を
知

ら
ず
、
上
に
「
,
頭
を
載
き
た
が
る
傾
向
で
あ
る
ま
し
て
教
会

の
如
き
は
こ
の
種
類
の
人
十
に
八
・
九
を
占
め
た
り
と
工
は
ざ
る

べ
か
ら
ず
」
と
手
厳
し
い
(
伺
晝
五
七
1
五
八
頁
)
0

)し

こ
こ
に
い
う
「
民
治
衆
治
主
義
」
は
ブ
モ
ク
ラ
シ
ー
を
指
し
、

寡
人
政
府
主
義
と
対
比
さ
れ
て
い
た
。
前
者
は
自
治
主
義
後
者

は
中
央
集
権
主
義
で
あ
る
。
注
目
す
べ
き
は
こ
の
概
念
を
新
島
襄

ホ
リ
テ
ィ
カ
ル
.
り
バ
テ
ィ
ー
で
な
く
シ
ビ
ル
.
り
バ
テ
ィ

、
、
)
、

力ー
の
問
題
と
し
て
発
口
し
た
こ
と
で
あ
る
。
関
心
は
「
身
ノ
上
ノ

自
由
」
「
志
操
ノ
自
由
」
、
そ
し
て
自
発
的
結
社
の
組
織
原
理
に
あ

つ
た
。
同
時
代
人
の
自
晶
識
と
比
較
さ
れ
た
い
。

二
十
一
世
紀
の
今
日
で
も
わ
が
国
の
小
集
団
の
あ
り
方
は
、
小

は
学
生
サ
ー
ク
ル
か
ら
教
授
会
、
重
役
会
に
い
た
る
ま
で
、
、
ポ
ス

支
配
か
ら
の
脱
却
を
生
き
た
課
題
と
し
て
ぃ
る
。


